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七
月 

別
名 

文
月
（
ふ
づ
き
）
、
建
申
月
（
け
ん
し
ん

げ
つ
）
、
孟
秋
（
も
う
し
ゅ
う
） 

 

文
月
の
語
源
は
「穂
含
月
（ほ
ふ
み
づ
き
）」「
含
月
（ふ
く

み
づ
き
）」か
と
の
説
あ
り
。
稲
穂
が
そ
の
実
を
膨
ら
ま
せ

る
月
、
と
い
う
命
名
は
農
業
を
国
の
元
と
し
た
豊
か
さ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
同
じ
農
業
国
家
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲

劇
を
見
る
に
つ
け
悲
憤
に
心
が
乱
れ
ま
す
。  

 
 
 

 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ど
く
だ
み
（
赤
城
自
然
園
） 

 

 

 

       

８
月
１
日
（
月
）
か
ら
診
療
体
制
を
変
更
！ 

                

受付時間 月 火 水 木 金 土  日・祝 

8：30～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ― 

15：00-17：30 ○ △ △ ― △ ―  ― 

○…通常の診療を行います（月～土の午前と。月の午後） 

△…通常の診療は行わず内視鏡（予約のみ）・往診 

内視鏡は人数により、朝８:００から施行することもあります 

※発熱外来は １２時～１３時となります 

 

令和 4年 7月（228）

９）（219）

（218）（207）

（（（No2011）  

 
医院だより  

目
次 

１  

七
月
の
異
称
、
お
知
ら
せ
（
診
療
体
制
の
変
更
） 

 

 
  

 
 

２ 

七
月
の
花
、
七
月
の
言
葉
、
七
月
の
暦 

 
     

３ 

か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
、
発
熱
受 

 

 
 
 
 
 
 

診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 

 
 
 
 

４  

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て 

５ 

日
野
原
先
生
語
録
、
大
岡 

信
「
折
々
の
う
た
」 

       
    

け
ん
こ
う
（
１
５
２
） 

       
 

９ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と(

１
９
８)  

 

８ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
１
９
７
） 
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 『
七
月
の
花
』 

合
歓
木
（
ね
む
の
き
）
、
百
日
紅
（
さ
る
す
べ
り
）
、
木
槿

（
む
く
げ
）
、
睡
蓮
（
す
い
れ
ん
）
、
蓮
（
は
す
）
、
野
花
菖

蒲
（
の
は
な
し
ょ
う
ぶ
）
、
擬
宝
珠
（
ぎ
ぼ
う
し
）
、
捩
花

（
ね
じ
ば
な
）、
紅
花
（べ
に
ば
な
）
、
透
百
合
（
す
か
し
ゆ

り
）
、
日
光
黄
菅
（
に
っ
こ
う
き
す
げ
）
、
山
苧
環
（
や
ま

お
だ
ま
き
）
、
鹿
子
百
合
（
か
の
こ
ゆ
り
）
、
黒
百
合
（
く

ろ
ゆ
り
）
、
御
前
橘
（
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
）
、
乳
母
百
合

（
う
ば
ゆ
り
）
・
・
・知
ら
な
か
っ
た
花
の
名
前
を
知
る
と
、

最
初
に
名
付
け
た
人
の
心
が
し
の
ば
れ
ま
す
。 

  
 
 

 

  

 

『七
月
の
言
葉
』 

あ
な
た
は
言
お
う
と
す
る
、
「私
の
よ
う
な
罪
人
（つ
み

び
と
）が
ど
う
し
て
無
限
の
愛
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

よ
う
か
。
私
は
ま
ず
己
を
清
く
し
て
、
そ
の
後
に
神
の

愛
を
も
っ
て
充
（み
）た
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」と
。 

あ
あ
だ
れ
が
あ
な
た
を
清
く
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ

な
た
は
己
を
清
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
な
た
を
清
め
る

こ
と
の
で
き
る
も
の
は
た
だ
神
の
み
。
あ
な
た
の
清
ま

る
の
を
待
っ
て
神
に
来
よ
う
と
す
れ
ば
、
永
遠
ま
で
待

っ
て
も
あ
な
た
は
神
に
来
な
い
だ
ろ
う
。
母
の
手
か
ら

離
れ
て
泥
中
に
陥
っ
た
小
児
は
、
お
の
れ
を
洗
浄
す
る

ま
で
母
の
も
と
に
帰
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
泥
衣
（で
い

い
）の
ま
ま
泣
い
て
母
の
も
と
に
来
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
母
は
そ
の
子
が
早
く
来
な
か
っ
た
こ
と
を
怒

り
、
直
ち
に
新
衣
を
取
っ
て
無
知
の
小
児
を
装
う
の
で

は
な
い
か
。
永
遠
の
慈
母
も
ま
た
そ
う
さ
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

 

内
村
鑑
三
「
一
日
一
生
」
六
月
十
三
日 

 

 

      

「七
月
の
暦
」 

 
 
 

一 

日 
 

富
士
山
開
き 

    

二 

日 
 

半
夏
生 

夏
至
か
ら
数
え
て
十
一
日 

目
が
半
夏
生
。
田
植
え
を
済
ま
せ
た
農 

家
が
、
休
息
を
と
る
日
で
す
。
こ
の
半 

夏
生
の
日
に
降
る
雨
を
半
夏
雨
と
言 

い
、
こ
の
日
の
天
気
に
よ
っ
て
一
年
の 

豊
作
を
占
う
習
慣
が
あ
っ
た
と
か
。 

 
 

 

四 

日 
 

米
国
独
立
記
念
日
。 

 
 
 

五 

日 
 

栄
西
禅
師
忌 

 
 

 

六 

日 
 

東
京
入
谷
朝
顔
市 

 
 

 

七 

日 
 

小
暑 

梅
雨
が
明
け
て
本
格
的
に
夏
に
な

る
こ
ろ
の
こ
と
。
こ
の
小
暑
か
ら
立
秋
に

な
る
ま
で
が
、
暑
中
見
舞
い
の
時
期
で
す 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

七
夕 

 
 

 

八 

日 
 

秀
吉
の
刀
狩
（１
５
８
８
） 

 
 

 
 

（安
倍
元
首
相
、
奈
良
市
で
街
頭
演
説
中
に 

銃
撃
さ
れ
死
亡 

哀
悼
） 

    

九 

日 
 

東
京
浅
草
観
音
ほ
お
ず
き
市
、 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

鷗
外
忌 

   
 

 

 
 

 

十 

八
日 

 

海
の
日 

 
 
 

二
十
三
日 

 

大
暑 

二
十
四
日 

 

河
童
忌
（昭
和
２
年
、
芥
川
竜
之
介
死
去
）

芥
川
は
好
ん
で
河
童
の
画
を
描
い
た 

 
 
 
 

参
考 

令
和
４
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 
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 解
説   

「か
か
り
つ
け
医
」 

 
当
院
で
は
、
日
本
医
師
会
に
認
定
さ
れ
た
日
医
か
か
り
つ
け
医
機 

能
研
修
制
度
の
「か
か
り
つ
け
医
」が
診
療
に
あ
た
り
ま
す 

「か
か
り
つ
け
医
」と
は
（定
義
） 

 

「な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、
最
新
の
医
療
情
報
を
熟

知
し
て
、
必
要
な
時
に
は
専
門
医
、
専
門
医
療
機
関
を

紹
介
で
き
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、
保
健
、

福
祉
を
担
う
総
合
的
な
能
力
を
有
す
る
医
師
。
」 

「か
か
り
つ
け
医
機
能
」  

●
か
か
り
つ
け
医
は
、
日
常
行
う
診
療
に
お
い
て
は
、
患
者

の
生
活
背
景
を
把
握
し
、
適
切
な
診
療
及
び
保
健
指
導

を
行
い
、
自
己
の
専
門
性
を
超
え
て
診
療
や
指
導
を
行
え

な
い
場
合
に
は
、
地
域
の
医
師
、
医
療
機
関
等
と
協
力
し

て
解
決
策
を
提
供
す
る
。 

●
か
か
り
つ
け
医
は
、
自
己
の
診
療
時
間
外
も
患
者
に
と

っ
て
最
善
の
医
療
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
医
師
、

医
療
機
関
等
と
必
要
な
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
に
協
力

し
て
休
日
や
夜
間
も
患
者
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築

す
る
。 

●
か
か
り
つ
け
医
は
、
日
常
行
う
診
療
の
ほ
か
に
、
地
域

住
民
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
健
康
相
談
、
健
診
・が

ん
検
診
、
母
子
保
健
、
学
校
保
健
、
産
業
保
健
、
地
域
保

健
等
の
地
域
に
お
け
る
医
療
を
取
り
巻
く
社
会
的
活
動
、

行
政
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
保
健
・
介

護
・
福
祉
関
係
者
と
の
連
携
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
の
高
齢
者

が
少
し
で
も
長
く
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
在
宅
医
療
を
推

進
す
る
。 

●
患
者
や
家
族
に
対
し
て
、
医
療
に
関
す
る
適
切
か
つ
わ
か

り
や
す
い
情
報
の
提
供
を
行
う
。 

 

お
知
ら
せ 

一
、
六
月
か
ら
各
種
検
診
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

二
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 
 

○ 

禁
煙
外
来 

     
○ 
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
と
治
療 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(
施
行
し
て
い
ま
す)

・ 

大
腸
カ
メ
ラ
（現
在
は
休
止
）  

 
 

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

継
続
中 

四
、
当
番
医 

八
月
七
日
（日
）九
時
か
ら
十
八
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

現
在
は
諸
事
情
の
た
め
、
外
来
予
約
制
は
休
止
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
お
気
軽
に
受

付
ま
で
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。 

六
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
動
線

を
分
け
て
診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
以
下
の
よ
う
に

診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
し
て 

 

 
 

下
さ
い
。
そ
の
後
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

８
月
か
ら
発
熱
外
来
は
十
二
時
～
十
三
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。 
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次
の
機
関
で
も
受
診
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。 

                         

七
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間 

健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

      
 

 
 

 
 

 

             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

八
、
第
４
回
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て 

市
町
村
の
広
報
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。  

（以
下
広
報
ふ
じ
お
か
５
・１
５
号
） 

 

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種 

６
０
歳
以
上
の
人
・基
礎
疾
患
の 

 

あ
る
人
の
４
回
目
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。  

接
種
間
隔 

 
 

３
回
目
接
種
か
ら
５
か
月
以
上
（
７
月
１
日
～
）

対 
 

 

象 
 

 

６
０
歳
以
上
の
人
・
１
８‐

５
９
歳
の
基
礎
疾
患 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
あ
る
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

接
種
費
用 

 
 

無
料 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

接 

種 

券 
 

 

６
０
歳
以
上
の
人
に
、
接
種
の
開
始
時
期
に
合 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わ
せ
て
順
次
郵
送
し
ま
す
。  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊
１
８‐

５
９
歳
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
は
接 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

種
券
発
行
の
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、
手
続
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

方
法
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

接
種
会
場
・
予
約
方
法 

 

接
種
券
に
同
封
す
る
案
内
を
確
認
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
く
だ
さ
い 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

１
回
目
・
２
回
目
・
３
回
目
も
引
き
続
き
接
種
で
き
ま
す
。  

 

参
考 

 

厚
生
労
働
省
に
よ
り
ま
す
と
、
４
回
目
接
種
の
対
象

と
な
る
基
礎
疾
患
な
ど
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

▽
慢
性
の
呼
吸
器
の
病
気 

▽
高
血
圧
な
ど
慢
性
の
心
臓
病 

▽
慢
性
の
腎
臓
病 

▽
肝
硬
変
な
ど
慢
性
の
肝
臓
病 

▽
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
の
糖
尿
病
ま
た
は
ほ
か 

 
 
 

 
 

の
病
気
を
併
発
し
て
い
る
糖
尿
病 

▽
鉄
欠
乏
性
貧
血
を
除
く
血
液
の
病
気 

群馬県受診・相談センター（２４時間対応） 0570-082-820 

前橋市受診・相談センター（午前８時３０分～午後９時） 027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6112 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

ぐんまコロナワクチンダイヤル（副反応などの相談）無休、 

２４時間、２０か国語 

0570-783-910 

月 自律神経失調症 

火 噛む力を鍛えましょう 

水 ぐっすり寝るための工夫 

木 低出生体重児について 

金 寝汗をかく 

土日 口腔バイオフィルム感染症 

http://www.raijin.com/kenko/
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 ▽
が
ん
な
ど
免
疫
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気 

▽
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
免
疫
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
治
療
を 

 

 
 

受
け
て
い
る
人 

▽
免
疫
の
異
常
に
伴
う
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患 

▽
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
が
原
因
で
身
体
の
機
能
が  

 
 

衰
え
て
呼
吸
障
害
な
ど
に
な
っ
た
人 

▽
染
色
体
異
常 

▽
重
度
の
身
体
と
知
的
の
障
害
が
重
複
し
た
状
態
の
重 

 
 

症
心
身
障
害 

▽
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群 

▽
重
い
精
神
疾
患 

 
 

で
す
。
ま
た
、 

▽
肥
満
の
程
度
を
示
す
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」が
３
０
以
上
の
人
も
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
し
て
対
象
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
医
師
が
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
し
た

人
も
対
象
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。 

１
．
使
用
ワ
ク
チ
ン 

 

 

①
フ
ァ
イ
ザ
ー 

社
製(

当
院
で
の
使
用) 

 

②
モ
デ
ル
ナ 

 
 

社
製 

２
．
対
象
を
絞
っ
た
理
由 

 

①
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
海
外
の
デ
ー 

 

 
 
 

タ
が
、
６
０
歳
以
上
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
多
く
の 

 
 
 

国
が
高
齢
者
な
ど
に
対
象
を
限
定
し
て
い
る
た
め 

 
 

い
た
め
検
討
中
。
厚
生
労
働
省
は
、
自
治
体
と
協
議
を
進 

 
 

め
る
と
し
て
い
ま
す
。
（今
後
の
広
報
、
ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞 

 
 

に
注
意
） 

 

淡
々
と
生
き
る 

 

老
い
の
日
に
淡
々
と
生
き
よ
う
と
す
る
と
き
、
も 

の
が
豊
か
に
あ
る
こ
と
は
む
し
ろ
邪
魔
に
な
る
。 

人
間
は
そ
の
物
に
影
響
さ
れ
、
踊
ら
さ
れ
、
占
拠 

さ
れ
る
。
人
間
に
と
っ
て
本
当
に
価
値
あ
る
も
の 

は
何
か
。
自
分
の
か
ら
だ
か
、
自
分
の
持
ち
物
か
、 

あ
る
い
は
自
分
の
心
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 
 

 
 

日
野
原
重
明
著
「い
の
ち
の
言
葉
」よ
り 

 

 
 

鉄
橋
へ
か
か
る
車
室
の
と
ど
ろ
き
に 

憚
ら
ず
呼
ぶ
妻
子
が
そ
の
名
は 

 
 

 

明
石
海
人 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

「白
描
」（昭
一
四
）所
収
。
列
車
が
鉄
橋
に
さ
し
か

か
る
時
、
轟
音
に
ま
ぎ
ら
し
て
力
の
限
り
妻
や
子
の

名
を
呼
ん
で
い
る
の
は
、
数
え
で
二
十
八
歳
に
な
っ

た
年
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
病
、
断
腸
の
思
い
で
家
郷
に

分
か
れ
療
養
所
へ
お
も
む
く
作
者
で
あ
る
。
今
で
は

治
療
薬
の
進
歩
で
社
会
復
帰
も
可
能
に
な
っ
て
い

る
病
だ
が
、
昭
和
初
年
代
の
環
境
は
過
酷
以
外
の

何
物
で
も
な
か
っ
た
。
海
人
は
そ
の
後
療
養
歌
人
と

し
て
一
躍
有
名
に
な
る
が
、
車
室
内
で
の
悲
痛
な

絶
叫
は
、
い
わ
ば
、
彼
の
歌
の
原
点
だ
っ
た
。  

 
 
 

 
 

大
岡 

信
著 

『新
折
々
の
う
た
」 

二 
岩
波
新
書 

 

 
 

 

け
ん
こ
う 

（百
五
十
二
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（感
染
症
）（１
８
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
広
が
り
、
３
年

目
に
な
り
ま
し
た
。 

    

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。 

 
 

１
．
流
行
は
２
０
２
０
年
１
月
に
始
ま
り
ま

し
た
。 

２
．
こ
れ
ま
で
６
度
に
わ
た
る
感
染
拡
大 

の
波
を
経
験
し
た
。
２
０
２
２
年
７
月
現

在
、
第
７
波
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 

３
．
未
知
の
感
染
症
で
防
止
策
・
治
療
薬
も

分
か
ら
な
か
っ
た
第
１
波
は
医
療
現
場
に

と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
時
期
で
あ
っ

た
。 

４
．
感
染
予
防
に
関
す
る
国
内
外
の
知
見
の

蓄
積
と
治
療
薬
の
増
加
で
対
応
の
仕
方
が

分
か
っ
て
き
た
が
、
第
３
波
で
痛
感
し
た

の
が
病
床
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
の
問
題
だ

っ
た
。
治
療
方
法
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
状
態
に
お
い
て
も
、
患
者
に
医
療
が
届
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か
な
い
事
態
に
な
り
、
特
に
昨
年
６
月

以
降
の
第
５
波
下
の
東
京
で
は
自
宅
療

養
中
に
亡
く
な
る
人
が
相
次
い
だ
。 

５
．
２
０
２
１
年
、
８
月
の
ピ
ー
ク
時
に

は
、
１
日
当
た
り
の
都
内
の
感
染
者
が

５
０
０
０
人
を
超
え
、
自
宅
療
養
者
は

最
大
時
で
２
万
五
千
人
、
入
院
先
な
ど

の
療
養
先
が
決
ま
ら
な
い
患
者
も
１
万

人
を
超
え
た
。
制
御
不
能
な
状
況
に
あ

り
、
災
害
レ
ベ
ル
で
感
染
が
猛
威
を
振

る
う
非
常
事
態
に
陥
っ
た
。
幸
い
国
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上
と
と
も
に

感
染
者
数
は
激
減
し
た
。 

６
．
一
方
、
病
床
数
の
逼
迫
で
他
疾
患
の

患
者
も
重
症
化
し
て
か
ら
病
院
に
運
ば

れ
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
治
療

期
間
が
長
く
な
り
、
さ
ら
に
新
た
な
患

者
の
受
け
入
れ
が
困
難
と
な
る
悪
循
環

に
陥
っ
た
が
こ
れ
か
ら
も
同
じ
問
題
が

残
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。 

７
．
国
は
、
第
６
波
に
備
え
、
コ
ロ
ナ
病

床
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
２

０
２
１
年
１
１
月
下
旬
に
南
ア
フ
リ
カ

で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
新
た
に
出
現
し
、

瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
り
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
が
施
行
中
だ
が
接

種
率
も
低
く
、
感
染
者
数
は
激
増
し
た
。 

８
．
３
月
下
旬
か
ら
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
変

異BA.2

ス
テ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
発
生
が

オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
に
激
増
し
、
第
７
波
襲

来
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
オ
ミ
ク

ロ
ン
に
比
し
て
感
染
性
・
病
原
性
と
も
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
４
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 １ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の 

感
染
者
数
（死
亡
者
数
）
（ 

７
月
１
６
日
） 

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界 

 
 

５
億
５
１
２
７
万
３
３
５
５
人 

 
 
 

 
 
 

 

（
６
３
４
万
２
２
８
０
人
） 

日
本       

 
 

９
４
４
万
１
１
７
１
人 

 
 
 
 
 
 

（３
万
１
３
４
８
人
） 

群
馬
県 

 
 
 
 
 
 
 
 

９
万
９
１
４
３
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３
２
３
人
） 

    

 

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
で
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
で

で
き
る
対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

Ｂ 

ワ
ク
チ
ン 

（お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）） 

１ 

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ 

 
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

２ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

３ 

副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応 
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 ３
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状  

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診 

 
 

で
は
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に
沿 

 
 

っ
て
対
応
し
て
い
る
。 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
対
策 

 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

 
  

つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 

   

察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

屋
外
で
の
テ
ン
ト
の
用
意
（
診
察
・
検

査
ま
で
の
待
機
用
） 

  
 
 
 
 
 
 

 

＊
患
者
様
を
送
迎
し
て
く
だ
さ
る
方
に
お
願 
 

い
し
ま
す
。
患
者
様
を
連
れ
て
き
て
く
だ 

さ
っ
た
方
は
、
検
査
・
治
療
の
方
針
が
立
つ

ま
で
、
車
で
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。 

発
熱
の
あ
る
方
は
院
内
に
は
原
則
と
し
て
入

れ
ま
せ
ん
。
冬
夏
季
に
は
外
で
長
時
間
待
つ

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
時
間
が
か
か

る
場
合
は
タ
ク
シ
ー
で
一
旦
お
帰
り
頂
き
お

家
で
待
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、 

指
示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 
家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
下
さ
い
。

携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の
左
側
手
前
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示

を
お
待
ち
下
さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

 

  

 ４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

 
 

 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障
害

な
ど
。
下
痢
、
鼻
水
な
ど
軽
い
風
邪
症
状
の
み
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

基
礎
疾
患
・
・
・
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喘
息
、

肥
満
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
腎
臓
病
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
れ
る
こ
と 

① 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

② 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

③ 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
が
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 
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（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
六
参
照) 

５
．
医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は

院
外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状

の
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お

さ
え
る
こ
と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 

        

  

６
．
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
に
つ
い
て 

積
極
的
疫
学
調
査
重
点
化
に
お
け
る
検
査
対
象
者 

 積極的疫学調査重点化対象 

 

①同居家族 

②医療機関 

③高齢者施設、障害児者施設 

④保健所長が必要と認める施設 

積極的疫学調査重点化 

対象外 

 

左記①②③④以外 

有症状者 検査する  原則として検査する 

無症状者 次の方を検査する 

・６５歳以上 

・重症化リスクのある人 

・保健所長が必要と認める人 

 

原則として検査しない 

・当初無症状であっても、症状   

が出たときは検査 
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 院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
九
十
八
） 

 
 

３
つ
の
さ
い
ご
の
言
葉 

 

 
 

◇
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
者
内
村
鑑
三
が
床
に
就
い

た
時
、
並
み
い
る
彼
の
弟
子
た
ち
は
見
舞
い
に

行
っ
て
も
厳
格
だ
っ
た
内
村
の
前
に
行
く
と
緊

張
に
身
を
固
く
し
て
、
挨
拶
が
済
む
と
そ
そ
く

さ
と
引
き
下
が
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
、
内
村
は
つ

ま
ら
な
い
な
、
と
感
じ
た
と
い
う
。 

◆
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
い
つ
も
部
屋
の
掃
除
を
し

に
来
て
く
れ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
だ
け
が
、 

「ま
あ
、
先
生
が
こ
ん
な
に
な
っ
て
し
ま
い
、
私

は
悲
し
い
」 

と
い
っ
て
泣
い
て
く
れ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ

の
姿
、
そ
の
こ
と
が
自
分
に
は
一
番
う
れ
し
か
っ

た
と
、
内
村
が
筆
者
に
話
し
て
く
れ
た
と
い
う

文
章
を
読
ん
で
心
温
ま
る
思
い
が
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。 

◇
こ
の
こ
と
を
記
し
て
み
よ
う
と
、
ど
こ
で
見
た
か
と

原
本
か
ら
そ
の
ま
ま
の
文
章
を
引
用
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
が
、
筆
者
名
も
、
ど
の
本
で
読
ん
だ
か
も

２
週
間
探
し
ま
わ
っ
て
も
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
精
も
根
も
尽
き
果
て
て
、
そ
れ
で
も
い
い
話
を

早
く
知
ら
せ
た
く
思
っ
て
記
し
て
み
ま
し
た
。 

◆ 

お
ば
あ
さ
ん
の
素
朴
な
祈
り
の
中
に
真
の
信
仰

心
を
見
る
気
が
し
ま
す
。 

 

◇
日
野
原
重
明 

２
０
１
８
年
７
月
１
８
日
、
１
０
５

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
先
生
は
、
１
９
９
５
年
３
月
２

０
日
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
「地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
」の
と
き
院
長
と
し
て
聖
路
加
病
院
を
開
放
し

被
害
者
を
無
制
限
で
受
け
入
れ
る
と
い
う
決
断
を

し
ま
し
た
。
８
３
歳
の
と
き
で
あ
り
ま
し
た
が
、
陣

頭
指
揮
を
執
り
、
被
害
者
６
４
０
人
の
治
療
に
あ

た
っ
た
の
で
し
た
。 

◆
そ
の
と
き
の
様
子
が
「
日
本
医
事
新
報
」に
載
っ
た

と
き
に
私
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。 

ち
ょ
う
ど
１
０
年
前
の
１
９
８
５
年
８
月
１
２
日
に

起
き
た
日
航
機
１
２
３
便
御
巣
鷹
山
墜
落
事
件
に

私
た
ち
多
野
総
合
病
院
も
関
わ
り
経
験
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
平
時
か
ら
の
備
え
、
指
揮
系

統
の
明
確
さ
、
他
診
療
部
門
と
の
連
絡
、
行
政
・警

察
・マ
ス
コ
ミ
へ
の
対
応
な
ど
違
い
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
つ
け
ら
れ
思
い
知
ら
さ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
こ
と
が
そ
の
後
日
野
原
先
生
の
著
作

を
多
く
読
む
こ
と
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
恵

み
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

◇
多
く
の
分
野
へ
の
著
作
が
あ
る
中
で
も
、
特
に
終
末 

期
に
関
す
る
考
え
方
は
先
生
の
教
え
に
沿
っ
て
診

療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

◆
先
生
の
ご
次
男
の
奥
さ
ん
（真
紀
さ
ん
）
が
記
さ
れ

た
先
生
の
お
最
期
の
ご
様
子
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
時
、 

「え
？
」 

と
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

◇
ま
た
他
の
資
料
で
、
１
か
月
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
記
録
が
あ
っ
た
の
で
そ
こ
か
ら
転

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

  
  
  
  
  
  
  
   

 

（
先
生
は
怖
い
で
す
か
？
死
ぬ
こ
と
は
） 

『
恐
ろ
し
い
・
・
・
。
あ
な
た
に
そ
う
聞
か
れ
る 

だ
け
で
恐
ろ
し
い
。
僕
は
、
そ
う
遠
く
な
い
未
来  

に
自
分
が
死
ぬ
と
い
う
事
実
を
、
と
て
も
恐
ろ
し

い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
』 

『
お
ろ
お
ろ
す
る
こ
と
以
外
で
、
何
も
で
き
な
い 

自
分
を
感
じ
て
ね
。
お
ろ
お
ろ
す
る
自
分
は
、
本 

当
の
人
間
が
現
れ
て
く
る
ん
だ
な
と
。
人
間
、
存 

在
を
お
ろ
お
ろ
す
る
中
に
、
や
っ
と
気
づ
い
て
く 

る
』 
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（
自
分
自
身
の
死
を
感
じ
て
、
恐
怖
を
感
じ
て

い
る
こ
と
を
正
直
に
吐
露
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、  

真
紀
さ
ん
に
よ
る
と
亡
く
な
る
１
０
日
ほ
ど
前 

に
な
っ
て
知
人
に
こ
う
語
っ
た
と
記
し
て
い
ま

す
。
） 

『(

死
が)

前
は
怖
か
っ
た
。
一
度
、
き
れ
い
な

お
花
畑
へ
呼
ば
れ
た
け
ど
行
か
な
か
っ
た
。
今

は
も
う
、
そ
の
時
に
だ
れ
が
手
を
携
え
て
そ
の

世
界
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
の
か
、
そ
の
瞬

間
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
、
見
る
の
が

す
ご
く
楽
し
み
な
ん
だ
よ
』 

  
  
  
  
  
  
  
   

◇
生
死
を
超
越
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
内
村
鑑

三
、
日
野
原
先
生
が
お
二
人
と
も
最
期
の
場
面

で
、
信
仰
の
揺
ら
ぎ
の
よ
う
な
感
情
に
襲
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
凡
愚
の
身
に
は
死

は
さ
ら
に
恐
ろ
し
く
不
安
な
こ
と
に
感
じ
て
し

ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
、
か
？
。 

 

も
っ
と
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
聖
書
で

は
、
イ
エ
ス
様
が
十
字
架
刑
に
か
か
る
ま
え
の

心
の
動
揺
を
記
し
て
い
ま
す
。 

 

「
最
後
の
晩
餐
」
の
途
中
で
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の

ユ
ダ
が
イ
エ
ス
を
売
る
た
め
に
抜
け
出
し
た

後
、
イ
エ
ス
は
十
一
人
の
弟
子
た
ち
と
ゲ
ッ
セ
マ

ネ
と
い
う
と
こ
ろ
へ
祈
り
の
た
め
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。 

 

・・・イ
エ
ス
は
深
く
悩
み
、
悶
え
始
め
、
彼
ら
に
言
わ
れ

た
。
「私
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
死
ぬ
ほ
ど
で
す
。
こ
こ
に

い
て
、
目
を
覚
ま
し
て
居
な
さ
い
」 

そ
れ
か
ら
イ
エ
ス
は
少
し
進
ん
で
行
って
、
地
面
に
ひ
れ

伏
し
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
こ
の
時
が
自
分
か
ら
過
ぎ

去
る
よ
う
に
と
祈
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
う
言
わ
れ
た
。

「ア
バ
、
父 

よ
、
あ
な
た
は
何
で
も
お
で
き
に
な
り
ま

す
。
ど
う
か
こ
の
杯
を
わ
た
し
か
ら
取
り
去
って
く
だ

さ
い
。
し
か
し
、
わ
た
し
の
望
む
こ
と
で
は
な
く
、
あ
な

た
が
お
望
み
に
な
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
」 

 
 
 
 
 

（
マ
ル
コ
１
４
、
３
４‐

３
６
） 

 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
三
時
に
、
イ
エ
ス
は
大
声
で
叫
ば
れ
た
。
「エ
ロ

イ
、
エ
ロ
イ
、
レ
マ
、
サ
バ
ク
タ
ニ
」
訳
す
と
「わ
が
神
、
わ

が
神
、
ど
う
し
て
私
を
お
見
捨
て
に
な
った
の
で
す

か
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

｛
マ
ル
コ
１
５
・
３
４
｝ 

 

 

『父
よ
、
み
こ
こ
ろ
な
ら
、
こ
の
杯
を
わ
た 

 

 

し
か
ら
取
り
去
って
く
だ
さ
い
。
し
か
し
私
の 

 

 

願
い
で
は
な
く
、
み
こ
こ
ろ
が
な
り
ま
す
よ
う 

 

に
。 

 
 
 

（
ル
カ
２
２
・
４
２
） 

◆
今
生
き
て
い
る
世
を
去
る
と
き
に
、
あ
れ
ほ
ど

ま
で
に
信
仰
に
生
き
た
人
に
も
、
最
後
の
瞬
間
に

迷
い
の
よ
う
な
動
揺
が
起
き
る
こ
と
が
私
に
は
不

思
議
に
思
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
の
生
涯

に
比
較
す
れ
ば
人
間
で
あ
る
以
上
、
１
０
０
％
完

全
と
い
う
生
涯
を
歩
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

１
０
０
％
完
全
で
あ
っ
た
イ
エ
ス
様
で
さ
え
最
後

の
試
み
に
あ
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
間
で

あ
る
自
分
た
ち
が
最
後
の
試
み
を
受
け
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
二
人
は

そ
れ
に
合
格
し
て
平
安
を
得
ら
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
も
同
じ
試
み
を
受
け
た
ん
だ
よ
と 

教
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 


